
政

令

省

令

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
二
十
六
条

﹇
略
﹈

第
二
十
六
条

﹇
略
﹈

懲
戒
の
う
ち
、
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分

は
、
校
長
（
大
学
に
あ
つ
て
は
、
学
長
の
委
任
を

受
け
た
学
部
長
を
含
む
。）が
行
う
。

懲
戒
の
う
ち
、
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分

は
、
校
長
（
大
学
に
あ
つ
て
は
、
学
長
の
委
任
を

受
け
た
学
部
長
を
含
む
。）が
行
う
。

前
項
の
退
学
は
、
市
町
村
立
の
小
学
校
、
中
学

校
（
学
校
教
育
法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
高

等
学
校
に
お
け
る
教
育
と
一
貫
し
た
教
育
を
施
す

も
の
（
以
下
「
併
設
型
中
学
校
」
と
い
う
。）を
除

く
。）若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
公
立
の
特
別

支
援
学
校
に
在
学
す
る
学
齢
児
童
又
は
学
齢
生
徒

を
除
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
等
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
退
学
は
、
公
立
の
小
学
校
、中
学
校（
学

校
教
育
法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
高
等
学

校
に
お
け
る
教
育
と
一
貫
し
た
教
育
を
施
す
も

の
（
以
下
「
併
設
型
中
学
校
」と
い
う
。）を
除

く
。）、義
務
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
に
在

学
す
る
学
齢
児
童
又
は
学
齢
生
徒
を
除
き
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
等
に
対
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
四

﹇
略
﹈

一
〜
四

﹇
略
﹈

・

﹇
略
﹈

・

﹇
略
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
検
疫
所
業
務
管
理
室
）

（
削
る
）

第
二
十
七
条

生
活
衛
生
・
食
品
安
全
企
画
課
に
、

検
疫
所
業
務
管
理
室
を
置
く
。

２

検
疫
所
業
務
管
理
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一

販
売
の
用
に
供
し
、
又
は
営
業
上
使
用
す
る

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三

十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項

若
し
く
は
第
五
項
に
規
定
す
る
食
品
、添
加
物
、

器
具
若
し
く
は
容
器
包
装
又
は
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
お
も
ち
ゃ
（
以
下
「
食

品
等
」
と
い
う
。）の
輸
入
に
際
し
て
の
取
締
り

に
関
す
る
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
四
十
四
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
九
月
十
三
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
九
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
二
百
五
十
四
号

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
五
項
及
び
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
八
条
の
三
」
を
「
第
五
十
八
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
九
人
」
を
「
十
人
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
十
一
課
」
を
「
十
二
課
」
に
、「
生
活
衛
生
課
」
を
「
検
疫
所
業
務
課

生
活
衛
生
課

」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
中
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
第
六
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前

三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
す
る
。

第
一
章
第
二
節
第
三
款
第
四
目
中
第
五
十
八
条
の
三
を
第
五
十
八
条
の
四
と
し
、
第
五
十
八
条
の
二
を
第
五
十
八
条

の
三
と
し
、
第
五
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
検
疫
所
業
務
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
十
八
条
の
二

検
疫
所
業
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

販
売
の
用
に
供
し
、
又
は
営
業
上
使
用
す
る
食
品
等
の
輸
入
に
際
し
て
の
取
締
り
に
関
す
る
事
務
の
調
整
に
関

す
る
こ
と
。

二

検
疫
港
又
は
検
疫
飛
行
場
の
区
域
内
に
あ
る
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
又
は
施
設
、
建
築
物
そ
の
他
の
場
所
の
衛

生
状
態
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

三

検
疫
所
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
九
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
三
号

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五

十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
九
月
十
三
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久


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